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事 業 所 名 パブリック技建株式会社

代 表 者 取締役社長　中村　律司

所 在 地 〒431-1111

静岡県浜松市西区伊左地町２７９０－１

TEL：053-485-5207

FAX：053-485-5255

環 境 管 理 責 任 者 取締役統括部長　田中　孝典

事 務 局 総務課　榑林　宏紀 hironori.kurebayasi@pub-tc.co.jp

設 立 昭和61年4月3日

資 本 金 ２０００万円

事 業 内 容 舗装工事、景観特殊舗装工事、法面保護工、浚渫・管渠の調査メンテナンス、

その他土木工事、産業廃棄物収集運搬業

建設業許可 静岡県知事許可（特-2）第022483号

土木、とび・土工、舗装、しゅんせつ、造園

事 業 の 規 模 活 動 規 模 ３３期 ３４期 ３５期 ３６期 ３７期

売 上 高 1,701百万 1,945百万 2,151百万 2,208百万 2,492百万

従 業 員 31 33 30 31 34

床 面 積 696 696 696 696 696

主 な 保 有 機 械 強力吸引車

高圧洗浄車

テレビカメラ車

ウォータージェット車両

コンバインドローラー

タイヤローラー

ブルドーザー

マカダムローラー

グレーダー

小型ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬｰ

小型バックホー

１．　事業活動の概要
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２．　産業廃棄物収集運搬業について

収集運搬業許可証 静岡県　第02201036006号

期 間 平成　３１　年　２　月　４日　～　令和　６　年　２　月　３　日

許 可 品 目

運 搬 車 両

収 集 運 搬 量

（ｔ）

（ｔ）

（ｔ）

（ｔ）

（ｔ）

（ｔ）

（ｔ）

（ｔ）合　　　計 730.9 716.1 632.7 534.7 1291.3

廃　　　油

建設汚泥 13.8 15.4 2.2 8.2 775.6

下水汚泥 126.5 79.8 106.2

汚　　　泥 1.5

その他のがれき

コンクリートがら 7.0

アスコンがら 583.6 621.0 524.3 525.0 515.7

種　　類 ３３期 ３４期 ３５期 ３６期 ３７期

いすゞ ダンプ（４） 3,700 ｋｇ

いすゞ ダンプ（５） 3,900 ｋｇ

いすゞ ダンプ（２） 3,000 ｋｇ

いすゞ ダンプ（３） 3,100 ｋｇ

日　野 清掃車（６） 2,170 ｋｇ 強力吸引車

いすゞ ダンプ（１） 3,850 ｋｇ

いすゞ 清掃車（４） 2,600 ｋｇ 強力吸引車

いすゞ 清掃車（５） 3,900 ｋｇ 路面清掃車

日　野 清掃車（２） 7,700 ｋｇ 強力吸引車

いすゞ 清掃車（３） 3,900 ｋｇ 路面清掃車

〇

備考

日　野 清掃車（１） 2,420 ｋｇ 強力吸引車

〇 〇

施設名 形式、寸法 規模、能力（積載量）

品　　　　　　　　　　目

燃
え
が
ら

汚
泥

廃
プ
ラ
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス

コ
ン
ク
リ
｜
ト

が
れ
き
類

廃
油
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　当社は、土木工事を基本とする全ての事業活動を通じて、環境保全活動を推進し、環境経営を進めることにより、

地域社会のよりよい環境づくりと資源循環型社会の構築に貢献します。

Ⅰ 環境に有益な工法を推進します。

Ⅱ 地球環境保護のため、省資源・省エネルギー・リサイクル活動を推進し、二酸化炭素排出量、

廃棄物排出量、水利用量の削減に努めます。

Ⅲ グリーン購入に努めます。

Ⅳ 環境関連の法律を遵守します。

Ⅴ 全社員に環境に関しての教育を行い、環境保全の意識を高めます。

Ⅵ 環境活動レポートを社内外に公表し、社会とのコミュニケーションを積極的に行ないます。

制定

改定

取締役社長　中村　律司

パブリック技建株式会社

2012年3月25日

□　環境理念

３．　環境経営方針　　

□　基本方針

2021年5月20日
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代表者 環境経営システムの総責任者

　・環境方針の決定

　・環境管理責任者の任命

　・資源（人材・資金・設備・技術）の用意

　・取組結果全体の評価、見直し

環境管理責任者 　・システムの構築、運用、維持

　・実施状況の確認と代表者への報告

　・文書作成案のチェック、承認

環境事務局 　・全体計画の立案

　・文書及びデータの作成、管理、記録

　・教育、訓練の実施

　・取組み対するチェック、レポートの作成

各部門長 　・課内での環境活動の実施、管理

　・課員への環境目標、活動計画等の周知

全社員 　・環境方針の確認と理解

　・積極的に活動への参加

■エコアクション２１の取組の対象サイトと事業活動

　　・事務所：オフィス活動等、工事施工に関わる計画及び準備、施設管理業務、その他

　　・工事監督者：工事施工～完成引渡しまでに係わる活動

■エコアクション２１の認証登録範囲

　　・全組織・全活動・全従業員を対象とする

中村　律司

４．　実施体制

取締役社長

項目 役割・責任・権限

環境事務局

（榑林）

現場監督者 工事課 営業課 総務課

取締役統括部長

（環境管理責任者）

田中　孝典
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５．　環境経営目標

CO2排出量把握には中部電力のＲ２年度公表の調整後排出係数の0.452　CO2ｰkg／kＷhを用いました。

合　　　　　　　　　計 ３５期 473,439　kg-CO2 １％　削減 ２％　削減 ３％　削減

ガス使用量の削減 ３５期

7,226　kg-CO2

１％　削減 ２％　削減 ３％　削減
2,407　kg

35期　完工高　2,151百万

2,407kg　÷　2,151百万　＝　1.12kg

環境教育の推進 教育活動の周知徹底 教育活動の周知徹底 教育活動の周知徹底

　　　法面緑化の推進　等 ２件　提案 ２件　提案 ２件　提案

　　　保水性舗装の推進　等 ２件　提案 ２件　提案 ２件　提案

環境に有益な工法の提案

Ｒ02.4～Ｒ03.3 Ｒ03.4～Ｒ04.3 Ｒ04.4～Ｒ05.3

項目

目標 目標 目標

基準年度 基準値 ３６期 ３７期

廃棄物排出量 ３５期
一般廃棄物 403,570 ｇ

グリーン購入に配慮する

３８期

グリーン購入の推進 ３５期 配慮する

産業廃棄物 85%以上

総排水量 ３５期 146　m3 削減するように努める

削減するように努める

再資源率　85％以上

３８期

Ｒ02.4～Ｒ03.3 Ｒ03.4～Ｒ04.3 Ｒ04.4～Ｒ05.3

項目

目標 目標 目標

基準年度 基準値 ３６期 ３７期

軽油使用量の削減 ３５期

343,977　kg-CO2

１％　削減 ２％　削減 ３％　削減

131,073　L　÷　2,151百万　＝　60.94　L

131,073　L

３５期　完工高　2,151百万

ガソリン使用量の削減 ３５期

109,471　kg-CO2

１％　削減 ２％　削減 ３％　削減

47,152　L

基準車両台数　31台

１台当り　3,531　kg-CO2

1台当り　1,521　L

電気使用量の削減 ３５期
12,765kg-CO2

１％　削減 ２％　削減 ３％　削減
28,242　ｋWｈ

Ｒ03.4～Ｒ04.3 Ｒ04.4～Ｒ05.3

ＣＯ2排出量の削減

目標

基準年度 基準値 ３６期 ３７期 ３８期項目

目標 目標

Ｒ02.4～Ｒ03.3
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６．　２０２１活動計画

ＣＯ２　排出量の削減

・電力使用量の削減 ａ.未使用時、休憩時の消灯 　榑林

ｂ.エアコン設定温度の管理 　虻川

　　　夏２８℃、冬２３℃

ｃ.エアコンフィルターの清掃 　榑林

ｄ.クールビズ、ウオームビズの推進 　榑林

・化石燃料使用量の削減 ａ.アイドリングストップの徹底 　榑林

ｂ.エコドライブの推進 　榑林

　　　急発進、急加速の禁止

ｃ.タイヤ空気圧のチェック 　各担当者

ｄ.計画的な運転（ルート） 　各担当者

・水使用量の削減 ａ.水漏れ点検の実施 　榑林

ｂ.節水シール等の表示 　虻川

・廃棄物排出量の削減 ａ.資源ごみ分別の徹底 　榑林

ｂ.両面コピー、電子データ利用の促進 　榑林

ｃ.電子マニフェストシステムの導入、活用 　工事課長

・.グリーン購入の促進 a.グリーン購入の促進 　山田

・環境に優しい工法の推進 ａ.工法のＰＲ活動と普及 ・営業課長

　　保水性舗装　等 ｂ施主への提言 ・工事課長

　　法面緑化　等

・環境教育の推進 毎月の社員総会等にて、環境教育及び 　榑林

活動の周知徹底を図り、全員参加で活動

に取組みます。

12 1 2
項目 実施内容 担当

実施スケジュール（月）

4 5 6 7 8 39 10 11
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評価 内容

ＣＯ２　排出量の削減

・電力使用量の削減 ａ.未使用時、休憩時の消灯 〇 実施をしました。 継続実施

ｂ.エアコン設定温度の管理 〇 実施をしました。 継続実施

　　　夏２６℃、冬２３℃

ｃ.エアコンフィルターの清掃 △ フィルターの清掃が年末のみでした。 継続実施

ｄ.使用していないＰＣの電源ＯＦＦ 〇 実施をしました。 継続実施

・軽油、ガソリン使用量の削減 ａ.アイドリングストップの徹底 〇 実施をしました。 継続実施

ｂ.エコドライブの推進 △
急いでいる際に時々急発進、

急加速がありました。
継続実施

　　　急発進、急加速の禁止 エコドライブは、指導の徹底を行います。

ｃ.荷下ろし時、エンジンＳＴＯＰ △
エンジンをかけたまま

荷下ろしいていることがありました。
継続実施

ｄ.計画的な運転（ルート） 〇 実施をしました。 継続実施

・水使用量の削減 ａ.水漏れ点検の実施 〇 実施をしました。 継続実施

ｂ.手洗い、歯磨き時等の節水 〇 実施をしました。 継続実施

・廃棄物排出量の削減 ａ.資源ごみ分別の徹底 〇 実施をしました。 継続実施

ｂ.両面コピー、電子データ利用の促進 〇 実施をしました。 継続実施

・.グリーン購入の促進 a.グリーン購入の促進 〇 実施をしました。 継続実施

・環境に優しい工法の推進 ａ.工法のＰＲ活動と普及 〇 フラワーパークにて実施しました。 継続実施

　　保水性舗装　等 ｂ施主への提言 〇 フラワーパークにて実施しました。 継続実施

　　法面緑化　等

・環境教育の推進 毎月の社員総会等にて、環境教育及び 〇 実施をしました。 継続実施

活動の周知徹底を図り、全員参加で活動

に取組みます。

評価　→　〇印：達成及び実施　△印：未達成　×印：未実施

８．　環境経営活動の取組結果と評価

項目 実施内容

取組結果とその評価
次年度の

取り組み内容
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７．　環境経営目標及び実績

CO2排出量把握には中部電力のＲ２年度公表の調整後排出係数の0.452　CO2ｰkg／kＷhを用いました。

1,490 L 1,311　L

2％　削減 23％　削減

131,073　L

28,242　ｋWｈ 27,677　ｋWｈ

59.72　L

×

〇

〇

46,209 L 44,563　L

基準車両台数　31台 34台

１台当り　3,531　kg-CO2 3,460　kg-CO2 3,040　kg-CO2

343,977　kg-CO2 337,097　kg-CO2 294,152　kg-CO2

1台当り　1,521　L

環境経営目標は、基準数値から削減した数値を目標とする。ただし環境配慮項目に関しては増加を目標とする。

項目 基　　　準　　値 ３７期　目標 実績 判定

29,761　ｋWｈ

ガソリン使用量の削減 2％　削減 12％　削減

109,471　kg-CO2 107,282　kg-CO2 103，386　kg-CO2

47,152　L

電気使用量の削減 2％　削減 8％　増加

12,765　kg-CO2 12,509 kg-CO2 13,452 kg-CO2

ＣＯ2排出量の削減

○473,439　kg-CO2 463.970　kg-CO2 419,225　kg-CO2

３５期　完工高　2,151百万

131,073L　÷　2,151百万　＝　60.94L

３７期　完工高　2,492百万

114,012　L　÷　2,492百万　＝　45.75　L

３５期　完工高　2,151百万

2,407kg　÷　2,151百万　＝　1.12kg

３７期　完工高　2,492百万

2,745kg　÷　2,492百万　＝　1.10kg1.10㎏ 〇

128,451　L 114,012　L

軽油使用量の削減

2％　削減 0％　削減

2,407　kg 2,359　kg 2,745　kg

7,226　kg-CO2 7,081　kg-CO2 8,235　kg-CO2

ガス使用量の削減

項目 基　　　　　準 ３７期　目標 実績

合　　　　　　　　計

2％　削減

判定

廃棄物排出量

一般廃棄物 403,570　ｇ
1％　減少

○
398,020 ｇ

産業廃棄物 85％以上

削減するように努める

環境教育の推進
毎月の全体会議等にて環境教育

及び活動の周知徹底を図る
社員総会にて

教育の実施を行う
社内研修を2回実施 〇

環境に有益な工法の提案 積極的な提案をする

　　　保水性舗装の推進　等 ２件　提案 ２件 〇

　　　法面緑化の推進　等 ２件　提案 ２件 〇

グリーン購入の推進 配慮する グリーン購入に配慮する ○

○

総排水量 146　m3 削減するように努める
42％　増加

×
208　m3

再資源率85％以上

配慮できた

100%
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８．　実績の推移

29,831 33,065 28,416 27,007 28,586 31,288 28,104 28,242 27,561 29,761

0

20,000

40,000

２８期 ２９期 ３０期 ３１期 ３２期 ３３期 ３４期 ３５期 ３６期 ３７期

電 気（ｋＷｈ）

37,602 38,714 43,474 46,574 47,932 46,640 48,263 47,152 43,321 44,563

0

50,000

100,000

２８期 ２９期 ３０期 ３１期 ３２期 ３３期 ３４期 ３５期 ３６期 ３７期

ガソリン（ℓ）

563
1,798

2,494 2,092 1,696
2,283 1,976 2,407 2,373 2,745

0

2,000

4,000

２８期 ２９期 ３０期 ３１期 ３２期 ３３期 ３４期 ３５期 ３６期 ３７期

ガ ス（㎥）

367,230 412,296
340,505 339,775 381,430 350,940 349,395 403,570 401,390 398,020

0

500,000

２８期 ２９期 ３０期 ３１期 ３２期 ３３期 ３４期 ３５期 ３６期 ３７期

一般廃棄物（ｇ）

260
197

108 144 171 143 136 146 180 208

0

200

400

２８期 ２９期 ３０期 ３１期 ３２期 ３３期 ３４期 ３５期 ３６期 ３７期

水（㎥）

107,687 109,131 134,404 145,131
113,978 110,725 120,513 131,073 119,869 114,012

0

100,000

200,000

２８期 ２９期 ３０期 ３１期 ３２期 ３３期 ３４期 ３５期 ３６期 ３７期

軽 油（ℓ）

437 664 220 416 265 143 62 86
1,322

2,345

0

2,000

4,000

２８期 ２９期 ３０期 ３１期 ３２期 ３３期 ３４期 ３５期 ３６期 ３７期

産業廃棄物（ｔ）
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目標項目 C02排出量の削減　電力使用量の削減

目標値 基準年度対比 99％以下（面積当たりで計算をする）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 Kg-C02

36期 778 1,517 1,532 1,739 1,942 2,565 1,645 2,346 2,435 3,579 4,076 3,407 27,561 12,458

37期 2,578 2,017 1,832 2,039 2,642 2,865 2,345 1,846 2,435 3,079 3,076 3,007 29,761 13,452

前期比割合 331.4% 133.0% 119.6% 117.3% 136.0% 111.7% 142.6% 78.7% 100.0% 86.0% 75.5% 88.3% 108.0% 108.0%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

36期 778 2,295 3,827 5,566 7,508 10,073 11,718 14,064 16,499 20,078 24,154 27,561

37期 2,578 4,595 6,427 8,466 11,108 13,973 16,318 18,164 20,599 23,678 26,754 29,761

前期比割合 331.4% 200.2% 167.9% 152.1% 147.9% 138.7% 139.3% 129.2% 124.8% 117.9% 110.8% 108.0%

評　価

休み時間の消灯・未使用コンセントをこまめに抜く 前年より大きく削減できた 5 昨年に比べ増加しました。

エアコン温度設定 前年より削減できた 4 今後はより節電を周知していきます。

前年とほぼ同じ 3

前年より増加した 2

前年より大きく増加した 1

　使用量の周知を行い、節電に取り組んでいく。

　　　CO2の排出量の把握には中部電力㈱のＲ2年度公表の調整後排出係数の0.452　kg-CO2/kWh を用いました。

是正処置の有無及び次年度への対応

活　動　内　容　及　び　備　考 評　価　基　準 評　価　理　由

８．　環境経営目標と計画の取組結果と評価

Kg-C02

12,458

13,452

108.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電気使用量 月別（kWh）

36期 37期

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電気使用量 累計（kWh）

36期 37期

- 10 -



目標項目 C02排出量の削減　ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減

目標値 基準年度対比 99％以下

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 Kg-C02

36期 3,602 2,972 3,506 3,763 4,175 3,723 3,411 3,592 2,344 4,539 3,605 4,090 43,321 100,506

37期 2,728 3,703 3,578 4,308 3,249 3,688 3,757 3,675 2,672 4,834 3,998 4,372 44,562 103,386

前期比割合 75.7% 124.6% 102.1% 114.5% 77.8% 99.1% 110.2% 102.3% 114.0% 106.5% 110.9% 106.9% 102.9% 102.9%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

36期 3,602 6,574 10,080 13,843 18,018 21,741 25,152 28,744 31,088 35,627 39,232 43,322

37期 2,728 6,431 10,009 14,317 17,566 21,254 25,011 28,686 31,359 36,193 40,191 44,563

前期比割合 75.7% 97.8% 99.3% 103.4% 97.5% 97.8% 99.4% 99.8% 100.9% 101.6% 102.4% 102.9%

評　価

エコドライブの周知 前年より大きく削減できた 5 昨年よりも台数が増えたことも

前年より削減できた 4 あり若干増加しました。

前年とほぼ同じ 3 今後も引き続きエコドライブを

前年より増加した 2 呼びかけていきたいと思います。

前年より大きく増加した 1

今後も同様の活動を継続・徹底します。

Kg-C02

100,506

103,386

102.9%

活　動　内　容　及　び　備　考 評　価　基　準 評　価　理　由

是正処置の有無及び次年度への対応
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目標項目 C02排出量の削減　軽油使用量の削減

目標値 基準年度対比 99％以下

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 Kg-C02

36期 6,798 7,768 8,423 7,275 8,702 8,130 10,117 9,484 8,257 15,267 16,154 13,494 119,870 309,263

37期 8,466 8,386 8,902 9,037 8,766 10,262 10,076 9,045 6,101 13,325 11,106 10,538 114,012 294,152

前期比割合 124.5% 108.0% 105.7% 124.2% 100.7% 126.2% 99.6% 95.4% 73.9% 87.3% 68.8% 78.1% 95.1% 95.1%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

36期 6,798 14,566 22,990 30,265 38,967 47,097 57,213 66,697 74,955 90,222 106,375 119,870

37期 8,466 16,853 25,755 34,792 43,559 53,820 63,896 72,941 79,043 92,368 103,474 114,012

前期比割合 124.5% 115.7% 112.0% 115.0% 111.8% 114.3% 111.7% 109.4% 105.5% 102.4% 97.3% 95.1%

評　価

エコドライブの周知 前年より大きく削減できた 5 昨年よりも若干減少しました。

前年より削減できた 4 引き続き省エネ運転を行います。

前年とほぼ同じ 3

前年より増加した 2

※軽油の使用は①発電機　②重機　③工事車両　等 前年より大きく増加した 1

　引き続きエコドライブの徹底と順次高燃費車（ハイブリット車）への入れ替えを推進します。

是正処置の有無及び次年度への対応

活　動　内　容　及　び　備　考 評　価　基　準 評　価　理　由
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目標項目 C02排出量の削減　ガス使用量の削減

目標値 基準年度対比 99％以下

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 Kg-C02

36期 26 31 228 262 442 262 62 103 248 351 250 109 2,373 7,119

37期 89 26 19 302 436 400 308 53 140 258 387 257 2,675 8,025

前期比割合 342.3% 85.7% 8.5% 115.3% 98.7% 153.0% 493.8% 51.1% 56.3% 73.5% 155.1% 236.4% 112.7% 112.7%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

36期 26 57 285 547 989 1,250 1,313 1,416 1,664 2,015 2,264 2,373

37期 89 115 135 436 873 1,273 1,581 1,634 1,773 2,031 2,418 2,675

前期比割合 342.3% 202.7% 47.3% 79.8% 88.3% 101.8% 120.4% 115.4% 106.6% 100.8% 106.8% 112.7%

評　価

エアコン温度設定 前年より大きく削減できた 5 昨年に比べ、増加しております。

前年より削減できた 4 引き続き、節約の周知を行います。

前年とほぼ同じ 3

前年より増加した 2

前年より大きく増加した 1

使用量の周知を行い、節約に取り組んでいく。

Kg-C02

7,119

8,025

112.7%

活　動　内　容　及　び　備　考 評　価　基　準 評　価　理　由

是正処置の有無及び次年度への対応
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目標項目 廃棄物排出量の削減　

目標値 削減するように努める

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

36期 30,660 29,080 29,390 26,220 33,140 26,140 35,100 40,080 51,850 22,570 43,510 33,650

37期 31,730 30,240 31,230 26,320 43,900 33,450 37,770 35,890 30,200 33,430 33,690 30,170

前期比割合 103.5% 104.0% 106.3% 100.4% 132.5% 128.0% 107.6% 89.5% 58.2% 148.1% 77.4% 89.7%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

36期 30,660 59,740 89,130 115,350 148,490 174,630 209,730 249,810 301,660 324,230 367,740 401,390

37期 31,730 61,970 93,200 119,520 163,420 196,870 234,640 270,530 300,730 334,160 367,850 398,020

前期比割合 103.5% 103.7% 104.6% 103.6% 110.1% 112.7% 111.9% 108.3% 99.7% 103.1% 100.0% 99.2%

評　価

廃棄するｺﾞﾐを減らし、できるだけ分別を徹底 前年より大きく削減できた 5 昨年に比べ減少した。

前年より削減できた 4

前年とほぼ同じ 3

前年より増加した 2

前年より大きく増加した 1

電子データ保存できる書類を増やして燃えるごみの削減に努めます。

是正処置の有無及び次年度への対応
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活　動　内　容　及　び　備　考 評　価　基　準 評　価　理　由
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目標項目 水使用量の削減

目標値 削減するように努める

4･5月 6･7月 8・9月 10･11月12･1月 2･3月 合計 4･5月 6･7月 8・9月 10･11月12･1月 2･3月

36期 30 27 24 28 41 30 180 36期 30 57 81 109 150 180

37期 47 29 29 29 29 45 208 36期 47 76 105 134 163 208

前期比割合 156.7% 107.4% 120.8% 103.6% 70.7% 150.0% 115.6% 前期比割合 156.7% 133.3% 129.6% 122.9% 108.7% 115.6%

評　価

節⽔の呼びかけ 前年より大きく削減できた 5 現場で使用した為、一時的に増加しました。

前年より削減できた 4

前年とほぼ同じ 3

前年より増加した 2

前年より大きく増加した 1

今後も同様の活動を継続・徹底します。

活　動　内　容　及　び　備　考 評　価　基　準 評　価　理　由

是正処置の有無及び次年度への対応
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９．　環境関連法規への違反・訴訟の有無

法規･条例･規制 条文 適　用
遵守
状況

浄化楷法

第10条

第11条

定期的(年1回)の点検

年1回実施(静岡県生科学センター)

○

○

第3条 ○
第5条 ○
第6条の2第6項 ○
第11条 ○
第12条第1項 ○
第12条第2項 ○

第12条第3,4項 ○

第12条第5項 ○
第12条第6項 ○
第12粂第7項 ○
第12条第9項 多量排出事業者（産業廃棄物の前年度の発生量が合計1,000トン以上）による処理計画の作成・提出 ○
第12条第10項 作成した処理計画の実施状況に関する報告書の報告 ○
第12条の3第1 ○
第12粂の3第2 ○
第12条の3第3 ○
第12条の3第6 ○
第12条の3第7 ○
第15条 ○
第16条 ○
第5粂 ○
第6条 ○
第5条 フロン類の管理の適正化等 ○

第16条

・全ての第一種特定製品を対象とした簡易点検の実施。（3カ月に1回
以上）
 ・一定の第一種特定製品について、専門知識を有する者による定期
点検の実施（7.5kW以上50kW未満の機器：3年に1回以上）

○

第37条 フロン類の充てんの第1種フロン類充てん回収集者への委託 ○

第41条 第1種フロン類充てん回収業者にフロン類を引き渡し ○

第42条 ○

第43条
第1種特定製品廃棄等実施者の第１種フロン類充てん回収業者への
書面の交付

○

第86条 何人も､みだりにフロン類を大気中へ放出することを禁止 ○
第5条 自動車の廃棄･使用済自動車の引渡義務 ○

第73条 廃棄時有料にて適切な引渡し ○

第4条 ○
第6条 ○
第8条 ○
第10粂 ○
第11条 ○

環境基本法 第8条
公害の防止、自然環境適正保全のための措置の実施等(エコアクシヨ
ン21への積極的取組)

○

循環型社会形成推進基本法 第11条 循環型社会の形成､廃棄物なることの抑制､3Rへの努力 ○

容器包装に係る分別収集及び再
商品化の促進等に関する法律(容
器リサイクル法)

第4条 分別排出の協力 ○

資源の有効な利用の促進に関す
る法律(リサイクル法)

第4条
廃棄物の分別化の徹底､指定OA機器の適正処分(パソコン等機器のリ
サイクル化)

○

地球温暖化対策の推進に関する
法律(地球温暖化対策椎進法)

第5条
温室効果ガスの排出の抑制等のための措置の実施､国及び地方公共
団体が実施する温室効果ガスの排出の抑制等のための施策への協力
(エコアクシヨン21への積極的取組)

○

国等による環境物品等の調違の
推進等に関する法律(グリーン購

第5条 環境物品購入の推進 ○

使用済小型電子機器等の再資源
化の促進に関する法律

第7条
使用済小型電子機器等を分別､使用済小型電子機器等の収集･運
搬･再資源化業者へ引き渡し

○

静岡県環境基本条例 第6条
環境への負荷への低減公害防止、自然環境保全に必要な措置の実
施等

○

静岡県地球温暖化防止条例 第4条
温室効果ガスの排出の抑制等のための措置の実施､県が実施する地
球温暖化対策への協力(エコアクシヨン21への積極的取組)

○

浜松市環境基本条例 第6条

公害の防止
環境への負荷の低減
環境の保全及び創造に資する必要な措置の実施
市が実施する環境の保全及び創造に関する施策への協力

○

浜松市廃棄物の減量及び資源化
並びに適正処理等に関する条例

第4条

事業系廃棄物の減量化
廃棄物等の分別をすること等による資源物の資源化
廃棄物の適正処理
市が実施する廃棄物の減量等に関する施策への協力

○

第8条第2項
自らの事業活動に伴って発生する騒音による近隣の静穏な生活環境
への阻害の防止

〇

第9条 近隣の生活環境を損なうことのない悪臭の少ない生活環境の保持 〇

浜松市快適で良好な生活環境を
確保する条例

第4条
快適で良好な生活環境を確保、市が実施する迷惑行為の無い快適で
良好な生活環境の確保に関する施策への協力

〇

以上、当社が遵守すべき環境関連法規及び条例等への違反はありませんでした。
さらに過去３年間　関係当局からの違反の指摘、近隣・利害関係者等からの訴訟等もありませんでした。

令和　４年　３月３１日 環境管理責任者　　　田中　孝典

区分 要求事項

義
務

法
令

浄化槽管理者の浄化槽の保守点検及び
浄化槽の清掃
定期検査(指定検査機関の行う水質に
関する検査)

廃棄物の処理及び清掃に関する
法律(廃棄物処理法)

事業者の責務(事業者の一般廃棄物の自ら処理)
所有･占有･管理土地の清潔の保持(不適正処理廃棄物発見の速やかな通報等)
―般廃棄物収集運搬業者への委託処理
事業者及ぴ地方公共団体の処理(事業者の産業廃棄物の自ら処理)

鹿棄物置き場保管基準の遵守(表示、衛生管理等)　表示:60cm角以上、種類､氏名･連絡先

自らその産秉座粟物の運搬又は処分を行う場合の産案廃棄物の収集､運搬基準の遵守
生活環境の保全上支障のないように産業廃棄物の保管

事業場の外において自ら当該産業廃粟物の保管する場合の事前届出(保管をした日から起算して14曰以内)

産業廃棄物収集運搬及び処分許可業者への委託
事業者の産業廃棄物の運搬又は処分を委託する場合の処理基準の遵守
事業者の産業廃棄物の処理の状況に関する現地確認(産業廃葉物の処理を委託する場合)

事業者の産業廃棄物の運搬又は処分を他人に委託する場合のマニフェストの交付
管理票交付者のマニフェスト保管(Ａ票､5年間)
収集･運搬業者の管理票交付者へのマニフェストの写し(BI票)の90日以内の送付等
管理票交付者のマニフェストの写し(BI票)等の保管
管理票交付者の産業廃棄物管理票交付状況等の報告

不法投棄の禁止

騒音規制法
騒音規制基準の遵守義務
騒音特定施設設置の届出

フロン類の使用の合理化及び管理
の適正化に関する法律(フロン排
出抑制法)

指定製品及び特定製品の管理者

第1種特定製品整備者の簡易点検又は
定期点検

第１種特定製品整備者の充てんの
委託義務等

第1種特定製品廃棄等実施者の引
渡義務
特定解体工事元請業者の特定解体工事発注者に対して確認及び説明

第1種特定製品廃棄等実施者によ
る書面の交付等

フロン類の放出の禁止

使用済自勣車の再資源化等に関
する法律(自勤車リサイクル法)

自動車の所有者の責務

使用済自動車のリサイクル(使用済
自動車の引き取り業者への引き渡し)

事業者の産業廃棄物の実地の確認等
事業者の産業廃棄物の不適切処理に係る措置等

責
務

法
令

事業者の責務

事業者の責務

事業者の責務

廃棄物の発生抑制.再生資源の利
用の促進

事業者の責務(温室効果ガス発生
抑制)

事業者の責務

事業者の責務

事業者の責務

静
岡
県
条
例

事業者の責務

事業者の責務

浜
松
市
条
例

事業者の責務

事業者の責務

浜松市音・かおり・光環境創造条
例

騒音の防止

悪臭の防止

静
岡
県
条
例

静岡県産業廃棄物の適正な処理
に関する条例

事業者の産業廃棄物の適正な処理の促進に係る総合的な施策を策定、実施する責務
土地所有者等の所有土等の適正管理
事業者の産業廃棄物管理責任者の設置
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①代表者による確認

　　　確　認

1 エコアクション21文書 □　：

2 環境経営目標及び目標達成状況 □　：

3 環境経営目標計画及び取り組み実施状況 □　：

4 環境関連法規及び遵守状況 □　：

5 外部コミュニケーション・対応記録 □　：

6 その他 □　：

②代表者による評価

変更の必要性

1 環境経営方針 有　・　無

2 環境経営目標・計画 有　・　無

3 環境経営目標計画・取り組み項目 有　・　無

4 実施体制 有　・　無

5 その他環境経営システム要素 有　・　無

6 その他 有　・　無

③総評

　□全体の評価・コメント

　　今年度工事量は過去５年間では１番目の２４億を超え忙しい１年でした。工事件数の増加に伴い事務所での作業が増え電気の使用量

　が増加しています。ガソリン、軽油については施工量が比例し増加傾向にありますが、売上割合に換算すると削減ができております。

　人手が不足している建設会社として効率化のためには機械を利用しての施工が今後は非常に増えていくと思われます。

　機械化施工が増えればガソリンや軽油の使用量は増加します。その中でも無駄なガソリン、軽油の使用が無いように

　協力業者にも指導を広げ、環境にやさしい建設会社をめざします。

　今後、更なる全社員への取り組みの浸透・教育を徹底させていきます。

令和４年　３月　３１日

パブリック技建株式会社

取締役社長　中村　律司

電気使用量、総排水量未達

１０．　代表者による全体の評価と見直し

項　　　目 （必要に応じてコメント記載）

四半期毎に報告会を実施

項　　　目 指示事項等
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